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Ⅰ 佐賀大学美術館の現況及び特徴 

 

概 要 
 

平成 25年 10月，旧佐賀大学と佐賀医科大学の統合 10周年記念事業の一つとして開館。美術館

と併せて整備された正門エリアは「地域に開かれた大学」という佐賀大学の理念を象徴し，門扉

のない低い正門，そして，水平線が強調され，ガラス張りのファサード（正面）をもつ美術館か

ら成る。そして，佐賀大学美術館は，より多くの人に総合大学である佐賀大学の魅力を知ってい

ただくための情報発信の場として建設された。 

 平成 15年の国立大学法人法の制定以来，国立大学はそれまで以上にそれぞれの特徴を打ち出

し，存在意義を明確にしなければならなくなった。佐賀大学の特色や強みは何かと言われたと

き，60年以上の歴史を誇り，多くの優れた美術・工芸分野の教員，作家，デザイナーなどを輩出

してきた美術・工芸教室の実績は地域に確たる歴史を刻んでいる。このような歴史と実績を背景

とし，新生佐賀大学の 10周年を記念する事業の一つとして，佐賀大学美術館建設はスタートし

た。総合大学であるにもかかわらず，博物館や資料館ではなく，美術館が建てられた理由もそこ

にある。 

 一方，佐賀大学は「ＣＯＣ（センター・オブ・コミュニティ）」を大学の理念として掲げてい

る。すなわち，佐賀大学の大学としての大きな存在意義とは，地域貢献にある。佐賀大学は，佐

賀大学美術館を通して地域の文化芸術の促進に貢献するとともに，佐賀大学美術館が地域の人々

のコミュニケーションの場となる使命を有するのは，そのような理由があるからである。 

佐賀大学美術館は，佐賀大学が所有する資料の公開や，特別教科（美術・工芸）教員養成課程

以来の美術作品を収集・保管・展示するとともに，美術の新しい活動や表現を地域の人々ととも

に作り上げていく。また，佐賀大学美術館は，総合大学が生み出すさまざまな研究成果を周知・

公開していく。 

博物館法に定められた美術館の機能である １）調査・研究 ２）資料の収集・保存・公開 

３）教育普及の柱を堅持しつつ，なおかつ佐賀大学美術館は，これらの機能に加えて大学の研究

教育機関としての役割，すなわち，全学的な教育研究成果の発表，美術教育研究成果のアーカイ

ブ化などを果たしていく。このような「社会教育の場」であるとともに，「大学の教育研究機

関」でもあるという位置付けこそが佐賀大学美術館の特徴であり，学生の教育のために積極的に

その場を提供し，また，美術館自体も博物館活動を通じて学生への教育を担う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ギャラリー1 ギャラリー2

歴史展示スペース

〔館概要〕

名 称 佐賀大学美術館
所 在 地 佐賀市本庄町１番地
基本設計 佐賀大学
実施設計 ㈱梓設計九州支社［協力：㈱ワークヴィジョンズ］
監 理 佐賀大学環境施設部
施 工 建築：金子建設㈱

電気：㈱佐電工
機械：㈱九電工

構 造 鉄骨造・地上２階建
延床面積 １，５０２㎡
展示面積 ４６２㎡

ギャラリー１ １０６㎡ ギャラリー２ １０６㎡ スタジオ １１１㎡
特別展示室 ４８㎡ 小展示室 ３４㎡ 歴史展示スペース ５７㎡

そ の 他 プロムナード 中庭 ブリッジ
設 備 トイレ 多目的トイレ ロッカー

０２



〔沿革〕

２０１１年１月４日 学長年頭挨拶で美術館設置計画を発表
６月８日 佐賀大学役員会にて美術館設置諮問委員会からの答申書を報告

美術館の設置を審議・了承。同時に３WG（設置募金、利用、建設）についても報告
１２月２０日 美術館基本設計建設コンサルタント選定委員会で基本設計コンサルタント選定

２０１２年２月２２日 佐賀大学役員会にて基本設計のイメージを説明、募金趣意書の作成を提案・了承
５月１４日 基本設計納入
１２月２９日 美術館実施設計終了

２０１３年２月１４日 新営工事起工式
６月２６日 美術館規則、美術館運営委員会規定制定
８月３０日 美術館建設工事竣工
９月２８日 佐賀大学統合１０周年記念式典・佐賀大学美術館開館記念式典
１０月２日 一般公開開始

２０１４年１０月２４日 入館者５万人達成
２０１５年１月２２日 第１８回佐賀市景観賞受賞
２０１６年２月１９日 入館者１０万人達成
２０１８年１２月８日 入館者２０万人達成

〔設立主旨〕

２０１３年１０月、旧佐賀大学と佐賀医科大学の統合１０周年記念事
業として佐賀大学美術館は誕生しました。美術館と、併せて整備さ
れた正門エリアは、「地域に開かれた大学」という佐賀大学の理念を
象徴するものです。美術館は、総合大学である佐賀大学の魅力を
多方面に向けて、より多くの人に知っていただくための情報発信源とし
て活用されています。

〔活動目的〕

佐賀大学が所有する資料や、美術・工芸に関連する作品を収
集・保管・展示するとともに、文化芸術の新しい活動や表現を地域の
方 と々ともに作り上げ、総合大学が生み出すさまざまな研究成果を周
知・公開していきます。

０３



学務部教務課（学芸員等）

外部評価組織 館　　長

副館長

企画戦略部会運営委員会

〔組織図〕

〔職 員〕

館長 渡 孝 則
副館長 德 安 和 博
係長 松 尾 和 俊
事務員（再雇用） 廣 木 昭 則
事務補佐員（学芸員） 見 藤 素 子
事務補佐員（学芸員） 川 﨑 春 樹

２０２２年３月３１日現在

〔運営委員〕

委員長（館長） 理事 渡 孝 則
副委員長 理事 山 﨑 英 司
副委員長（副館長） 教授 德 安 和 博
委員 理事 山 下 宗 利
委員 准教授 和 田 学
委員 准教授 鳥 谷 さやか
委員 准教授 谷 口 みゆき
委員 教授 坂 美奈子
委員 教授 佐 藤 和 也
委員 准教授 吉 賀 豊 司
委員 学務部長 大 西 真 次
委員 佐賀大学同窓会長 川 副 操
委員 財務部長 池 尻 英 一

２０２２年３月３１日現在
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〇 令和３年度の活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．展示記録（主催）

常設展示 第1期

《展覧会概要》
２０１３年の開館以来、佐賀大学美術館は、佐賀大学の美術教員はじめ佐賀にゆかりのある作

家達の芸術作品を収集し、現在は９０点以上の作品を収蔵している。常設展では、当館のコレク
ションを恒常的に学生はじめ地域の方 に々一般公開し、佐賀や佐賀大学における美術の様相を
紹介する。

第１期では、令和２年度に新たに当館に収蔵された村岡平蔵の油彩画の寄贈作品を主に
公開した。村岡は、佐賀県小城市に生まれ、中学まで小城で過ごし後上京、日展、光風会で
活躍した洋画家である。

《会期》２０２１年４月２日（金）～６月２３日（水）
《開館日数》６５日間
《会場》特別展示室
《主催》佐賀大学美術館
《展示構成》西洋画１０点
《入館者数》６５９人
《広報物》外看板、HP
《配布資料》目録

目録

０６



出品リスト
No. 作家名 作品名 制作年 素材 寄贈者等
１ 村岡 平蔵 裸婦 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
２ 村岡 平蔵 裸婦 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
３ 村岡 平蔵 果物と野菜 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
４ 村岡 平蔵 あじさい 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
５ 村岡 平蔵 風景 不明 紙、ペン、油彩 綾部 伸孝 氏
６ 村岡 平蔵 裸婦スケッチ 不明 紙、鉛筆 綾部 伸孝 氏
７ 村岡 平蔵 裸婦スケッチ 不明 紙、鉛筆 綾部 伸孝 氏
８ 村岡 平蔵 夏の果物 不明 カンバス、油彩 佐賀大学蔵
９ 村岡 平蔵 西熱海 不明 カンバス、油彩 佐賀大学蔵
１０ 村岡 平蔵 ストーブと灰皿 昭和２７（１９５２）年 カンバス、油彩 佐賀大学蔵

０７



常設展示 第2期

《展覧会概要》
２０１３年の開館以来、佐賀大学美術館は、佐賀大学の美術教員はじめ佐賀にゆかりのある作

家達の芸術作品を収集し、現在は９０点以上の作品を収蔵している。常設展では、当館のコレク
ションを恒常的に学生はじめ地域の方 に々一般公開し、佐賀や佐賀大学における美術の様相を
紹介する。

令和２年度に新たに当館に収蔵された村岡平蔵の寄贈作品を主に公開、第２期では、村岡
の収蔵展３点を入れ替えた他、陶器など２点を追加展示した。

《会期》２０２１年７日３０日（金）～２０２２年３月２７日（日）
《開館日数》２６５日間
《会場》特別展示室
《主催》佐賀大学美術館
《展示構成》西洋画１０点、工芸品２点
《入館者数》６，６４１人
《広報物》外看板、HP
《配布資料》目録

目録
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出品リスト
No. 作家名 作品名 制作年 素材 寄贈者等
１ 村岡 平蔵 裸婦 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
２ 村岡 平蔵 裸婦 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
３ 村岡 平蔵 果物と野菜 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
４ 村岡 平蔵 あじさい 不明 カンバス、油彩 綾部 伸孝 氏
５ 村岡 平蔵 風景 不明 紙、ペン、油彩 綾部 伸孝 氏
６ 村岡 平蔵 裸婦スケッチ 不明 紙、鉛筆 綾部 伸孝 氏
７ 村岡 平蔵 裸婦スケッチ 不明 紙、鉛筆 綾部 伸孝 氏
８ 村岡 平蔵 多摩 昭和２３（１９４８）年 カンバス、油彩 佐賀大学蔵
９ 村岡 平蔵 若いからだ 不明 カンバス、油彩 佐賀大学蔵
１０ 村岡 平蔵 夏の日に 昭和５７（１９８２）年 カンバス、油彩 佐賀大学蔵
１１ 豊田 勝秋 鋳銅瓶（糸目） 昭和４１（１９６６）年 鋳金（銅） 佐賀大学蔵
１２ 瀧 一夫 萌黄釉角壺 昭和４２（１９６７）年 陶器 佐賀大学蔵
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活動記録

一般社団法人佐賀県観光連盟が県内観光施設・宿泊施設への誘客拡大と県内周遊観光の促進を目的とした「佐賀県×ゾンビランドサガ
R デジタルスタンプラリー」キャンペーンへ参加した。

「佐賀県×ゾンビランドサガ R デジタルスタンプラリー」キャンペーン

《活動概要》
佐賀県を舞台にしたTV アニメ「ゾンビランドサガ R」とコラボした当スタンプラリーは、

２００スポット程の県内観光施設・宿泊施設をスタンプラリーポイントとして、複数箇所の電
子スタンプを獲得することにより、抽選でアニメのグッズや県内産品等が当選するというイ
ベントである。当館においては、来館者への広報、満足度向上のため、アニメグッズの展
示コーナーもあわせてセッティングした。

《会期》２０２１年１０月８日（金）～２０２２年１月３１日（月）
《事業日数》９３日間
《主催》一般社団法人佐賀県観光連盟
《事務総括》佐賀大学美術館事務室

１０



２．展示記録（企画申請）

金子剛と三十人展

《展覧会概要》
本学卒業生である金子剛氏の６０年以上にわたる創作活動が紹介

され多くの後輩、教え子の作品を含めて８８点の作品が展示された。
《会期》２０２１年７月２日（土）～７月１１日（日）

《日数》９日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室、特別展示室
《主催》黄美会

芸術地域デザイン学部基礎成果発表会

《展覧会概要》
佐賀大学芸術地域デザイン学部の１年生が「芸術表現基礎」

「地域デザイン基礎」の授業で取り組んだ作品や活動の成果が展
示された。

《会期》２０２１年８月５日（木）～８月１２日（木）
《日数》７日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部

１１



第44回二紀佐賀支部展

《展覧会概要》
毎年国立新美術館（東京都）で開催される「二紀展」の佐賀支

部による支部展。１００号から２００号の作品が展示され、会期中に佐賀
支部による作品批評会が行われた。

《会期》２０２１年８月１８日（水）～８月２２日（日）
《日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》二紀佐賀支部

序展

《展覧会概要》
佐賀大学芸術地域デザイン学部小木曽誠准教授と西洋画専攻

の学生による作品展。企画から制作、設営、告知など、学生が主体
となって展覧会を開催し、５０点の作品が展示され、来場者の似顔絵
を描くイベントが行われた。

《会期》２０２１年９月１７日（金）～９月２５日（土）
《日数》９日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部西洋画専攻
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ドローイング展

《展覧会概要》
佐賀大学芸術地域デザイン学部近藤恵介講師と学生によるドロー

イング作品の展示がされた。
《会期》２０２１年１０月１７日（日）～１０月２３日（土）

《日数》６日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室、中庭
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部日本画専攻

令和3年度 JA共済 小・中学生 第57回書道・第47回交通安全ポスターコンクール

《展覧会概要》
JA 共済が文化支援事業として毎年実施している全国規模のコン

クールの入賞作品展。応募された小・中学生の書作および交通安
全ポスターの中から、県内で入賞を果たした作品３２４点が展示され
た。

《会期》２０２１年１０月２８日（木）～１１月５日（金）

《日数》７日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》佐賀県内 JA、JA 共済連佐賀
《後援》文部科学省、佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀県警察本

部、佐賀県農業協同組合中央会、NHK 佐賀放送局、サガ
テレビ、エフエム佐賀、佐賀新聞社、日本農業新聞

１３



きてみんしゃい！佐賀大学へ：鹿島錦の記録保存

《展覧会概要》
佐賀大学鹿島アートプロジェクトの研究成果が展示された。また、

平板の伝承ワークショップも行われ多くの参加者があった。
《会期》２０２１年１１月６日（土）～１１月７日（日）

《日数》２日間
《会場》ギャラリー２、スタジオ
《主催》芸術地域デザイン学部
《助成》（協力）鹿島錦保存会

璞友会展

《展覧会概要》
今年で１２回目を迎えた「璞友会」の書道の作品展。佐賀県内で

書を学んでいる指導者と生徒、１５名が日頃の研鑽の成果を発表し
た。２０２１年度は、書作の他に立体的な作品も展示された。

《会期》２０２１年１１月９日（火）～１１月１４日（日）
《日数》６日間
《会場》ギャラリー１
《主催》璞友会
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温故知新～学生展の系譜～

《展覧会概要》
芸術地域デザイン学部３年次コア科目「地域創生フィールドワー

ク」では、美術・工芸を学ぶ者たちによる企画展の歩みなどを２か
年計画で調査・資料収集を行っている。今回その成果をまとめ展示
し、現存する歴代ポスターなども展示された。

《会期》２０２１年１１月１８日（木）～１１月２５日（木）
《日数》７日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》学生企画展温故知新実行委員会

第62回 佐賀県学童美術展

《展覧会概要》
佐賀県内の園児および小・中学生が授業で制作した絵画、デザ

イン、線描を６００点程が展示された。小・中学生の学校、各地区、
最後に本部の審査で特選を受賞した作品が並んだ。多くの家族連
れで賑わい、２，０６６人の来場者を迎える展覧会となった。

《会期》２０２１年１２月１日（水）～１２月５日（日）
《日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県造形教育研究会
《後援》佐賀県教育委員会
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第37回 佐賀県高等学校美術教師作品展
第11回 生徒授業作品展「これが高校美術だ！」

《展覧会概要》
佐賀県内の高校で美術を教える教師３２名による展覧会。第３７回

は、絵画、彫刻、デザイン、映像メディアなど様 な々素材の作品、４２
点が展示された。今年度も、県内高校の授業作品展「これが高校
美術だ！」を併催し、今日の高等学校における美術教育の取り組みが

紹介された。
《会期》２０２１年１２月１５日（水）～１２月１９日（日）
《日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県高等学校教育研究会芸術部会美術部会

第2回環ジョウ交さ点

《展覧会概要》
佐賀大学・東京藝術大学・情報科学芸術大学院大学（IAMAS）

の三大学の学生有志による芸術交流展。昨年行われた佐賀大と藝
大の交流展から、今回は新たにIAMAS が加わった形で開催された。

《会期》２０２１年１２月２４日（金）～２０２２年１月１０日（月）
《開館日数》１１日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室
《主催》環ジョウ交さ点実行委員会
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はじまりー重要無形文化財保持団体展 学生企画展ー

《展覧会概要》
芸術地域デザイン学部３年生による１年を通して収集した重要

無形文化財保持団体に関する情報・資料が展示された。
《会期》２０２２年１月２２日（土）～１月２３日（日）

《開館日数》２日間
《会場》小展示室
《主催》芸術地域デザイン学部３年次コア課目重要無形文化財保

持団体秀作展企画チーム

佐賀県高等学校書道教師書作展

《展覧会概要》
佐賀県内の高校で書道を担当する教員が授業研究会の他に、年

に一度の書作発表の場として開催している展覧会。教員３５名による
５０点の書、掛軸、篆刻などの他、高校生徒臨書展の優秀作品も合
わせて展示された。

《会期》２０２２年１月２６日（水）～１月３０日（日）

《日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県高等学校教育研究会書道部門
《共催》佐賀県高等学校文化連盟書道専門部
《後援》佐賀県書道教育連盟
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2021年度佐賀大学芸術地域デザイン学部・大学院地域デザイン研究科芸術デザインコース卒業・修了作品展

《展覧会概要》
芸術地域デザイン学部および文化教育学部美術・工芸課程、大

学院地域デザイン研究科の学部生・大学院生による卒業・修了制
作展。西洋画、日本画、視覚伝達デザイン、彫塑、有田セラミック、
漆・木工、ミクストメディア、美術史・美術理論、地域コンテンツデザ
イン、フィールドデザイン、キュレーション分野を学んだ学生たちによる、

学生生活の集大成となる作品が展示された。
《会期》２０２２年２月１１日（金）～２月２０日（日）
《日数》９日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室、旧カフェス

ペース
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部

第6回 児童生徒作品展

《展覧会概要》
佐賀大学教育学部附属特別支援学校が、児童生徒の授業作品

や学習の様子を紹介し、広く活動を周知してもらうとともに、展示・鑑
賞を通じて児童生徒の情操の学習に取り組むため毎年催している展
覧会。特別支援学校で学ぶ児童生徒による図工・美術作品、作業

製品、学習活動で制作した作品や教材が展示された。
《会期》２０２２年３月３日（木）～３月５日（土）
《日数》３日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》佐賀大学教育学部附属特別支援学校
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佐賀大学学生書作展

《展覧会概要》
佐賀大学教育学部芸術地域デザイン学部書道同好会による卒業

書作展。佐賀県書作家協会展、佐賀県書道展、県展などに積極的
に取り組んできた学生の集大成となる書作と指導教官１名の賛助作
品、合わせて１５点が展示された。

《会期》２０２０年３月４日（木）～３月７日（日）
《日数》４日間
《会場》小展示室
《主催》佐賀大学書道同好会

デザインの周辺 荒木博申退職記念展

《展覧会概要》
佐賀大学芸術地域デザイン学部荒木博申教授の定年退職記念

展。荒木教授およびゆかりの卒業生有志の作品が展示された。
《会期》２０２２年３月１３日（日）～３月２３日（水）

《日数》８日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、旧カフェスペース、小

展示室
《主催》荒木博申退職記念展実行委員会

１９



３．刊行・掲載・見学

〔刊行物〕

『佐賀大学美術館 令和３年度年報』
〔概要〕年報：館概要／沿革／組織図／２０２０年度の活動
〔仕様〕AB 版 ３４ページ ４色刷
〔発行部数〕５００部
〔発行日〕２０２１年７月３１日
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〔掲載紙・テレビ・ラジオ〕 ２０２１年度は総数で新聞等１８件、TV・ラジオ４件が掲載・放送された。

・繊細な裸婦、大胆な静物「村岡平蔵展」（４月１３日 佐賀新聞）
・「鹿島錦展」「佐賀大学美術館常設展第一期村岡平蔵展」（４月２０日 佐賀新聞）
・美術の窓 P．３１「佐賀大学芸術地域デザイン学部卒業・修了制作展」（５月 佐賀新聞）
・「佐賀大学美術館常設展第１期 村岡平蔵展」（５月３日 佐賀新聞）
・「鹿島錦展」「クラフト作品展」「佐賀大学美術館常設展第１期村岡平蔵展」（５月４日 佐賀新聞）
・「佐賀大学美術館常設展第１期 村岡平蔵展」（５月１０日 佐賀新聞）
・金子剛さんと教え子ら競演「三十人展」（７月６日 佐賀新聞）
・西洋画専攻の学生が展覧会「序（はしがき）展」（９月２１日 佐賀新聞）
・鹿島錦の歴史、次世代に「鹿島アートプロジェクト」の成果展（１１月７日 佐賀新聞）
・「特美」からの歩み振り返る「佐賀大学芸術地域デザイン学部の３年生の成果発表展」（１１月２３日 佐賀新聞）
・教諭と生徒らの作品展「教諭と生徒らの作品展」（１２月１７日 佐賀新聞）
・１３人のあふれる個性集う「環ジョウ交さ点」（１２月２６日 佐賀新聞）
・障害者２３人のアート展「がばいアーティストたち」（１月２０日 毎日新聞）
・高校書道教師の作品一堂に「第４６回佐賀県高校書道教師書作展」（１月２７日 佐賀新聞）
・会場彩る 集大成の８０点「卒業・修了制作展」（２月１３日 佐賀新聞）
・佐大生５人、学びの集大成（２月１５日 佐賀新聞）
・がばいアーティスト Ｔシャツ展「がばいアーティスト Ｔシャツ展」（４月１日 朝日新聞）
・臨書や創作 表現幅広く「佐賀大書道同好会作品展」（３月５日 佐賀新聞）
・「涼展」（かちかちプレス）
・「JA 書道・交通」（NBCラジオ）
・「佐高教書作」（NBCラジオ NHK）
・「佐大卒制」（かちかちプレス）
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誌名 発行 発行日

クリム６月号 生活協同組合連合会コープ
九州事業連合 ２０２１年６月１日

〔掲載誌〕

〔見学団体一覧〕 ※事前連絡および申告にて把握できた団体名称および人数。
※参加者数に引率者を含む。

２０２１年６月１７日～２０２２年１月２９日

期日 団体名 人数
１月２６日 佐賀県立佐賀北高等学校 １２
１月２６日 学校法人佐賀学園 佐賀学園高校 ５
１月２６日 学校法人佐賀清和学園 佐賀清和高等学校 １１
１月２６日 学校法人佐賀清和学園 佐賀清和高等学校 １１
１月２７日 学校法人佐賀清和学園 佐賀清和高等学校 １６
１月２７日 学校法人佐賀清和学園 佐賀清和高等学校 １７
１月２８日 学校法人佐賀清和学園 佐賀清和高等学校 ２２
１月２８日 学校法人佐賀清和学園 佐賀清和高等学校 ２６
１月２８日 佐賀県立佐賀西高等学校 ２２
１月２８日 佐賀県立佐賀西高等学校 ２２
１月２８日 佐賀県立佐賀北高等学校 １３
１月２９日 学校法人佐賀学園 佐賀学園高校 １９

期日 団体名 人数
６月１７日 トライ式高等学院 佐賀キャンパス ７
７月６日 学校法人旭学園 佐賀女子高等学校 ２３
７月７日 学校法人旭学園 佐賀女子高等学校 １１
７月７日 佐賀県立佐賀西高等学校 ８
７月８日 学校法人旭学園 佐賀女子高等学校 １３
１２月１日 佐賀大学教育学部附属小学校 ３８
１２月３日 佐賀大学教育学部附属小学校 ７３
１２月８日 ゆめさが大学 基礎課程 ２４
１月２６日 佐賀県立佐賀西高等学校 ２５
１月２６日 佐賀県立佐賀西高等学校 ２４
１月２６日 佐賀県立佐賀西高等学校 １５
１月２６日 佐賀県立佐賀北高等学校 ９
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寄附金額
（単位千円）
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234,203 234,678 235,216233,340232,515231,219229,344226,040223,124

113,279

3,340

４．寄附

［美術館設置募金の経緯］

２０１１年６月 美術館設置募金 WG 設置

２０１２年４月 美術館設置事業募金開始

２０１３年６月 寄附者芳名帳を公開

美術館規則の制定に伴い、美術館設置募金 WGを解散

９月 美術館に高額寄附者銘板を設置

１０月 美術館開館後も美術館設置事業募金を継続

２０２２年３月 募金総額２３５，２１６，０９９円（２０２１年３月３１日現在）
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５．新収蔵作品

収蔵年 作家名 作家名＿E 作品名 作品名＿E 分類 制作年 寸法＿mm 素材 寄贈者

２０２１ 金子 剛 KANEKO, Tuyoshi 裸の子供 Naked child 西洋画 １９６２ Ｆ６０（１３００×９５０） カンバス、油彩 金子 剛

２０２１ 金子 剛 KANEKO, Tuyoshi 小鳥と少女 Bird and girl 西洋画 １９８４ Ｆ１００（１７６０×１４５０） カンバス、油彩 金子 剛

令和３年度に佐賀大学の所蔵となった物品の内、佐賀大学美術館が保管もしくは管理する作品。

金子 剛《裸の子供》 金子 剛《小鳥と少女》
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展覧会 入場者数 会期 日数 主催 展示会場
常設展第１期 ６５９ ４月２日－６月２３日 ６５ 佐賀大学美術館 特別展示室

金子剛と三十人展 ２，６８５ ７月２日－７月１１日 ９ 黄美会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
特別展示室、小展示室

常設展第２期 ６，６４１ ７月３０日－３月２７日 ２６５ 佐賀大学美術館 特別展示室

芸術地域デザイン学部共通基礎成果発表会 １，０４１ ８月５日－８月１２日 ７ 佐賀大学芸術地域デザイン学
部 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

第４４回二紀佐賀支部展 ５７８ ８月１８日－８月２２日 ５ 二紀佐賀支部 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

序展 １，０５０ ９月１７日－９月２６日 ９ 佐賀大学芸術地域デザイン学
部 西洋画専攻 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

ドローイング展 ４３３ １０月１７日－１０月２３日 ６ 佐賀大学芸術地域デザイン学
部 日本画専攻

ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
特別展示室、小展示室、中庭、プロ
ムナード

令和３年 JA 共済 小・中学生第５７回書道・第４７
回交通安全ポスターコンクール入賞作品展示会 １，２２４ １０月２８日－１１月４日 ７ 全国共済農業協同組合連合会

佐賀県本部（JA 共済連 佐賀） ギャラリー１、ギャラリー２

きてみんしゃい！佐賀大学へ：鹿島錦の記録保存 ３９６ １１月６日－１１月７日 ２ 芸術地域デザイン学部 ギャラリー２、スタジオ
璞友会展 ２８７ １１月９日－１１月１４日 ６ 璞友会 ギャラリー１

温故知新～学生展の系譜～ ５１３ １１月１８日－１１月２５日 ７ 学生企画展温故知新実行委員
会 ギャラリー１、ギャラリー２

第６２回 佐賀県学童美術展 ２，０６６ １２月１日－１２月５日 ５ 佐賀県学童美術展 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
第３７回佐賀県高等学校美術教師作品展及び第１１
回生徒授業作品展「これが美術だ！」 ４７９ １２月１５日－１２月１９日 ５ 佐賀県高等学校教育研究会

芸術・美術部会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

環ジョウ交差点 ７８６ １２月２４日－１月１０日 １１ 環ジョウ交差点実行委員会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室、中庭・プロムナード

はじまり－重要無形文化財保持団体展 学生企画
展－ １９２ １月２２日－１月２３日 ２

芸術地域デザイン学部３年次
コア科目重要無形文化財保持
団体秀作展企画チーム

小展示室

佐賀県高等学校書道教師書作展 ８６８ １月２６日－１月３０日 ５ 佐賀県高等学校教育研究会
書道部会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

２０２１年度 佐賀大学芸術地域デザイン学部・大学
院地域デザイン研究科芸術デザインコース 卒業・
修了作品展

１，６６８ ２月１１日－２月２０日 ９ 芸術地域デザイン学部 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室、旧カフェスペース

第６回児童生徒作品展 ２７１ ３月３日－３月５日 ３ 附属特別支援学校 ギャラリー１、ギャラリー２
佐賀大学 学生書作展 ３６９ ３月３日－３月６日 ４ 佐賀大学書道同好会 小展示室

デザインの周辺 荒木博申退職記念展 １，０００ ３月１３日－３月２１日 ８ 荒木博申退職記念展実行委員
会

ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室、旧カフェスペース

※数値に重複あり

令和３年４月１日～令和４年３月３１日

総入館者数 うち有料入館者数 開館日数
平成２５年度 ２７，１６７ ０ １２５
平成２６年度 ４０，７８０ ２，６５２ ２５４
平成２７年度 ３７，９６５ ０ ２８１
平成２８年度 ３８，４７４ ０ ２９１
平成２９年度 ３４，７１８ ０ ２８５
平成３０年度 ３１，８８３ ０ ２７３
平成３１年度 ３０，６９８ ０ ２８０
令和２年度 １３，９２９ ０ １４０
令和３年度 １７，４５９ ０ ２７１

※数値に重複なし

６．入館者一覧表

［年度別入場者実績］

２５



 

 

 

Ⅱ 自己点検・評価 
 

 

令和３年度までの美術館運営の特徴について 

 

 当美術館は平成 25年度 10月に新制佐賀大学(旧佐賀大学と佐賀医科大学統合による)10

周年を記念して開館した。国内で初の国立総合大学に附属する美術館であり，様々な展示

事業を通じて大学の情報や教育・研究の成果を発信するとともに，地域のコミュニティセ

ンターとして市民の方からも気軽に大学に足を運んでもらうきっかけとなることを目指し

ている。 

 この目的のために大学内の施設ながら常時一般公開し，また，市民団体にも活動の場を

提供しながら年間を通して開館している。オープンから令和３年度末までの８年半に 187

本の事業が行われ，約２７万３千人の入館者があった。来館者の層は学生や教職員など大

学関係者にとどまらず，市民の一般観覧，近隣小中高校からの団体見学など幅広い。所在

地の人口に対する入館者の割合でみると他の大学博物館・美術館では高いところでも 3％

台（平成 27年度本学アンケート調査）だが，当館は平均して約 13％と利用率が非常に高

くなっている。この数値は「開かれた大学」を象徴する施設としての存在意義を示すと同

時に，芸術活動が日常にとけ込んでいる佐賀の文化風土に由来する当館の大きな特長であ

る。 

このような市民を含めた利用率の高さや，「特美」に由来する美術・工芸教育の伝統と

質，芸術と他領域を結びつける総合大学ならではの学際的な試み，佐賀の文化・芸術の紹

介等を，卒業生を含む周囲の関係者との緊密な協力関係のもとに実施できることは当館の

強みとなっている。 

なお、令和 3年度も新型コロナウイルスによる影響は小さいとは言えず、全体として美

術館・博物館の閉館、あるいは展覧会の中止や延期はなくなりつつあるものの、大幅に減

少した来館者は引き続いて戻りきれていないのが現状である。当館においても、新型コロ

ナ前は例年３万人超えだった来館者数は、２年連続で２万人を下回っている。また、当館

はその他にも運営上の課題等を抱えており、そのような現況下も踏まえながら、開館 9年

目を迎えた令和 3年度の主な活動について報告し，項を改めて今後の課題について検討し

たい。 

 

 

１．令和３年度の活動の概略 

令和３年度は，佐賀大学美術館が開館してから８周年を迎えた年であった。主催展とし

て，前年度寄贈いただいた小城市出身の西洋画家 村上平蔵氏の絵画を軸に特別展示室に

おいて「常設展 第１期」及び「常設展 第２期」を開催した。 

常設展は、年度当初からほぼ１年を通して開催し、会期中は 7,300人の方々に観覧いた

だいた。 

その他の活動としては、当館の広報、満足度向上の一環として一般社団法人佐賀県観光

連盟が県内施設等への誘客拡大、観光促進を目的として実施している「佐賀県×ゾンビラ

ンドサガスタンプラリー」キャンペーンへ昨年に引き続き参加し、新たなステークホルダ

ーの獲得に努めた。 

以上の取組等により，令和３年度の来館者数は、17,459人となり例年の 6割弱の入館

者数ではあるが、前年度を約 3,500人上回ることができた。 

企画申請事業を主催する学内外の団体に対しての使用料は，令和 3年度は 6件，463千



 

 

 

円となった。昨年度と比して収入額は 106千円ほど増加，光熱水料相当額の振替額は 137

千円であった。その結果，収入総額は 599千円となり前年度の 442千円から 157千円の増

加となっており，企画申請事業に伴う収入面では新型コロナウイルスの影響が多少ではあ

るが減少傾向にあることが伺える。 
 

 

（１） 美術館主催事業 

大学の所蔵品を広く一般の方へ公開するため、前年度の収蔵品を軸とした常設展を

開催した。 

① 「常設展 第１期」では、小城市出身の西洋画家 村上平蔵氏の新収蔵品７点を含む

絵画 10点を展示した。 

② 「常設展 第２期」では、村上平蔵氏の収蔵品３点を展示替え、他 瀧一夫氏の陶器

等２点を紹介した。 

 

（２）企画申請事業 

①  学内利用に関しては，本学の教職員全員にメールを配信し，教育研究の成果発表

や授業の一環としての展示室利用について企画を受付けることを教職員にも公平

に周知している。 

令和３年度における学部・学生による作品の展示としては，芸術地域デザイン

学部主催による「芸術地域デザイン学部基礎成果発表会」，同学部西洋画専攻に

よる「序展」、同学部 3年生による「温故知新～学生展の系譜～」，「はじまり-

重要無形文化財保持団体展 学生企画展-」、同学部及び地域デザイン研究科によ

る「佐賀大学芸術地域デザイン学部・大学院地域デザイン研究科デザインコース 

卒業・修了制作展」、さらに芸術地域デザイン学部荒木博申教授の定年退職記念

展「デザインの周辺 荒木博申退職記念展」などが開催された。 

②  学外からの企画申請は，美術館ホームページにて周知した。主な学外者の事業と

しては，本学卒業生である金子剛氏の６０年以上にわたる創作活動及び後輩・教え

子の作品が展示された「金子剛と三十人展」、ＪＡ主催の小・中学生ポスター・書

道コンクール展，佐賀県造形教育研究会による学童美術展，佐賀県高等学校教育研

究会芸術部会による高等学校美術教師作品展，佐賀県高等学校教育研究会書道部門

による高校書道教師作品展展などの他、佐賀大学・東京藝術大学・情報科学学術大

学院大学の三大学学生有志による芸術交流展「第２回環ジョウ交差点」など多彩な

展覧会が開催され、地域の文化活動の発表の場所としての役割を担うことができた。 

 

（３）刊行物の発行 

    令和３年度は、令和２年度の事業活動をまとめた「佐賀大学美術館令和２年度年

報」を発行した。 

 

（４）掲載紙・テレビ取材等 

    当館で開催される事業の広報については，当館ホームページ、メール、記者会見

などで逐次情報を提供することで費用のかからない広報宣伝と事業の報告に努めて

いる。令和３年度にメディアでの掲載・放映は，新聞等 18件，テレビ・ラジオ 4

件が取り上げられた。 

また見学団体・視察等は、県内高等学校を中心にのべ 24団体、466人の来館者を

迎えた。 



 

 

 

 

（５）資料収集・保存 

    平成 26年度より寄贈作品の受け入れを開始，令和３年度は金子剛氏の絵画２点

の寄贈を受けた。 

 

（６）運営費の執行状況 

    令和３年度に美術館運営のために執行した経費の額は，非常勤職員（学生等アル

バイト等を含む。）人件費等 2,632千円，物件費等 15,026千円（内訳は以下のと

おり），計 17,658千円であった。 
 

 
 

２．今後の課題等 

    大学美術館としての理念に基づく展示企画，作品収集・保存の状況，館運営などの

バランスの中で年間スケジュールを構成してきた。開館から８年が過ぎ，大学及び学

生，そして地域社会に資するような活動についても実績を積んできた。一方で，今後

も継続的に美術館を運営するためには，常に課題の所在を念頭に置きつつ多方面と問

題を共有し，助言・協力を仰ぎつつ，実現できるところから順次取り組みを進めてい

く必要がある。 

 

（１）美術館の運営費等 

開館以来，美術館の運営費の継続的な確保は最大の課題となっている。寄附募集

は継続しているが，寄附件数・金額とも減少しており，大幅な改善は見込めず，法

人からの予算措置により運営している。 



 

 

 

このような状況の下，安定した運営費の確保に資するため，平成 26年度以降，

施設使用者に対して光熱水費の実費を，さらに平成 27年度からは学外者について

は展示室使用料を徴収している。令和 3年度におけるこれらの収入は 599千円とな

り，令和 2年度の年間約 442千円からは 156千円の増額となっている。新型コロナ

が及ぼした社会的、経済的なマイナスの要因は以前残っているものの、経年的視点

では安定した収入となっていることも事実である。（表１） 

また，平成 28年度以降主催展事業費確保のため，独立行政法人日本芸術文化振

興会の芸術文化振興基金助成金の地域文化施設公演・展示活動（美術館等展示）に

要望書を提出し助成金を獲得している。（表２） 

しかしながら、後述の課題ともなっている学芸員不在の状況により企画展を開催

することができなかったため、当年度の助成金申請は見送っている。 

 
 

 
 

（２）美術館活動と学芸員 

   令和 2年度は、正規事務職員１人、再雇用職員 1人、及び非常勤職員(学芸員:パー 

トタイム)3人体制で活動してきたが、令和 3年度は、学芸員の退職者補充ができな 

かったため実質ほぼ１年間学芸員不在の状況が続いた。このことは、主催展の企 

画・運営、外部申請企画展への対応、学生の実習サポートの他、本来的に学芸員が 

専門性をもってあたるべき職務への影響が不可避であった。 

学芸員の処遇改善のためフルタイム職員での募集を行った結果、令和 3年 3月よ 

り、2名(1名はパートタイム)を採用することができた。しかしながら必要な学芸員 

の確保、及び健全な美術館活動の実現のためには、さらなる処遇の改善を行い、安定 

した学芸員の雇用を実現することが重要な喫緊の課題である。 

 

（３）１０周年記念事業の開催 

  佐賀大学美術館は、2013年 10月に開館以来 2023年同月をもって 10周年となる。 

芸術地域デザイン学部や学内各学部等と連携を図り記念事業の実施へ向けた準備を 

行う。 
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